
 

四季の森小の子ども達 

校長 笹原 洋子 

 家庭、地域で過ごした夏休みが終わり、学校生活が再開します。学校教育目標の具現化に向け、

より一層充実した教育を実践し、四季の森小の子ども達がますます成長できるよう、保護者の皆

様、地域の皆様、ご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 

【ねばり強く取り組む子】 

  先日、このような言葉を目にしました。「勉強がわからないとしたら、それは難しいからわか

らないのではありません。あなたがわかるようになる前にあきらめてしまったからです。」 

８月から１２月は比較的じっくりと学習に取り組むことができる時期です。できるだけあきら

めずに、考えたり、教えてもらったり、努力しましょう。もちろん、勉強以外のことでも同じで

す。スポーツでも、習い事でも、自分で決めたことにねばり強く取り組みましょう。 

【思いやりのある子】 

  相手を思いやることは、とても難しいことです。相手の気持ちを考えて話したり、相手が嫌が

ることはしないようにしたりしたいですね。大人もよい言葉や話し方のお手本を示したいもので

す。社会に出てからも困らないよう、思いやりのある言動を身に付けましょう。 

【命を大切にする子】 

  自分の命はもちろん、他の人の命も、何ものにも代えることができない大切なものです。 

  地震や交通事故などのトラブルから身を守ることも含め、命の大切さについて、ご家庭でも話

してみましょう。 

【地域に愛着をもつ子】 

  夏休みには地域のお祭りなどで楽しい思い出ができたことと思います。これからも地域の防災

訓練、ラジオ体操、クリーンタイムなど、地域の方々と一緒に行う活動があります。積極的に取

り組みましょう。 

【社会への視野を広げる子】 

  開催まで１年を切った東京オリンピック・パラリンピックのことなど、比較的身近な出来事を

きっかけに、子ども達が社会との繋がりを考えられるよう、大人が話題にすることも必要なこと

だと思います。 

  また学年毎に校外学習や遠足などがあります。社会のルールなどしっかり身に付けましょう。 
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７月末より、正門近くで「災害時仮設トイレ（災害用ハマッコトイレ）」のための下水道工事を行っ
ております。９月も工事が続きます。学校でも子どもたちに安全指導をしますが、ご家庭でもご指導
をお願いいたします。 
また、地震が起こっても水道水の利用が可能となる「耐震給水栓」が、体育館入口近くに設置され

ました。平常時も必要に応じてご利用いただけます。 


